
平成 21 年度 第 1回千葉市発達障害者支援連絡協議会 議事要旨 

 

日時：平成 21 年 4 月 30 日（木）10:00～ 

場所：千葉市総合保健医療センター4階会議室 

 

【出席者】 

（委員）杉田座長、阿部委員、久保田委員、中田委員、夏目委員、野口委員、三橋委

員、山科委員、鈴木（信）委員、鈴木（正）委員、日色委員、高井良委員、山田委員、

岡田委員、五藤委員、加瀬委員、神津委員  

（オブザーバー）柿沼桜木園園長、岩村療育センター事務局長 

（事務局）発達障害者支援センター：谷口相談員、仲村相談員、障害者自立支援課：

大木課長、鈴木課長補佐、関屋育成係長、岡本主事、柴﨑主事、丸木主事 

 

【議題】 

１ 千葉市発達障害者支援センターの実績報告について 

２ 発達障害者サポート手帳（仮称）について 

３ ちばし療育ハンドブックについて 

４ その他 

 

【配布資料】 

資料１ 千葉市発達障害者支援センター実績報告書 

資料２ 発達障害者支援の傾向分析（平成 20 年度） 

資料３ 平成 21 年度事業計画書 

資料４ 前回の協議会での主なご意見 

資料５ 親なき後は、親あるうちに「この子の記録」（障害児者の将来を守る父の樹会作成） 

資料６ サポートファイル（広島市作成） 

参 考 千葉市発達障害者支援連絡協議会の開催経緯 

    ちばし療育ハンドブック 

 

【議事要旨】 

１ 千葉市発達障害者支援センターの実績報告について 

 千葉市発達障害者支援センターより実績報告をいただくとともに、事務局で集計し

た資料を提供し、出席委員からご意見をいただいた。（資料１～資料３） 

 

＜主な意見＞ 

○ 就労支援について、その流れを教えていただきたい。（行政関係者） 

→就労中の相談者からの相談については、訪問による職場環境の整備を行いたいと

考えているが、人員配置中、そこまでの支援はできていない。就労へ向けての相

談については、相談者本人に何ができるか見極めた上で、ハローワークへとつな

ぐケースが多い。（発達障害者支援センター） 

○ 行政ができるサポートには限界があるので、特に教育現場との連携について検討

していただきたい。（座長） 

○ １年の総括としては、一般市民への普及啓発と成人の診断ができる機関が少ない

ことに課題を感じている。（発達障害者支援センター） 

 

２ 発達障害者サポート手帳（仮称）について 

 前回の連絡協議会の主なご意見を受け、発達障害者サポート手帳（仮称）の作成に



ついて、事務局より提案した。検討材料として、他団体が作成した同様の趣旨の資料

を参考として提供し、出席委員からご意見をいただくとともに、サポート手帳作成の

承認について可否をとった。 

 

＜主な意見＞ 

○ 教育現場では、ここまで詳細ではないが、広島市の資料に類似した個別支援計画

を利用している。成年後見に関する事項について、財産管理の項目を追加すると

ともに、「ちばし権利擁護センター」との連携を踏まえたものとしてほしい。（教

育関係者） 

○ サポート手帳の項目には、関係機関の履歴が特に重要であるので、項目だてする

とともに、関わりの強弱を明記できるようにすると良い。また、親からの希望を

きちんと盛り込む形式でお願いする。（雇用関係者） 

○ １枚で表現することがベストであるので、別立てでもよいので検討願う。（座長） 

○ 財産管理の部分については、個人情報の観点から、特に慎重にするべき。（行政関

係者） 

○ 基本は、行政機関の支援を受けやすくする手帳が目指すところであるので、受益

者である親の意見を良く聞き、システマティックな観点のみではなく、保護者の

感情的な部分も良く考慮して作成すること。（座長） 

○ 医療機関と教育機関との連携について、紙媒体等でできるようにしてほしい。（障

害者団体関係者） 

※ その他意見がある場合は、事務局あてにメールをいただくこととした。 

 

→発達障害者サポート手帳（仮称）について、各委員から承認を得た。次回の協議会

開催までに、事務局で案を作成して事前に各委員に提示し意見をいただくこととした。 

 

３ ちばし療育ハンドブックについて 

 平成２０年度末に作成した「ちばし療育ハンドブック」について、事務局から趣旨

や概要を説明した。 

 

＜主な意見＞ 

特になし 

 

４ その他 

 その他意見について、出席委員よりご意見をいただいた。 

 

＜主な意見＞ 

○ 現場では、サポートネットワークの必要性を感じている。保護者の方に対しては、

受容と療育に関するサポートが必要である。小児科医への普及啓発も検討中。教

育現場においても、発達障害や人の多様性に関することを授業で採りあげること

も必要であると考えている。（桜木園長） 

 

※ 次回の開催は１１月上旬を目処に開催することとし、閉会とした 

          （下旬） 


